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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　雷
　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ti

　　　獄卿が藤m後或る時期に高襯或は其他の異胃な的衝動を受ける暗…は、薯しくギ畷精卵或は死卵
　　　　　ロ
　　の撒を増加し、3ζボリプロイi怖lll騰t　5翠性熊殖鷲或は玄｛農核畿育側瞭を坐ず嗜，事はよく知られて

　　居る所であるb繋7費は高湘に接燭されナこ鷲卵の卵核、極驚及び精核の高灘に欝する反感（荷動

　　及び蓮命等）を細胞墾的に研う慰して著干結果を得た本文に於頑よポリプロイド嫉の成聴｝kに卵

　　核及び精核の嚢育に就て報蛋する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び方満

　　材料ざして危々のものを使用したが、本文のil己載は轟2皐S黒縞下木村貧及燕糸高下木村幕ε諸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　糠掬圓斑♂の一代観卵によつた。勘1ち上記のものを常淵で撒陽…間交庵させて割愛し1雌蛾be　28

　　蛾付騰卵籔紙の，ヒに移して78°Fに於て1日寺間簸卵させて牧蛾し、其の復⑳分を経て卵な104D∬

la @（ICJ3B，橋本）の高盗察に入れた。浦して1時間後に其の卵を取り嵐して、直ちに圃電したもの

　　もあり、」只高濃より取り禺して之を80噸に移してから1時閥綴に固建したものもある。命これ

　　を品種別に示すざi次の如し。

　　　專2♀t一黒縞下木村♂の一代騨卵塙淵より取り嵐した後8⑪“Fに1謝1脳iいて固定e，‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

一一一♂の
　　　以上のものは何れも1時閥に互る騰出卵を781Fに2Q分間置し・て高濃に入れたものであるか

　　ら、薙田より高濃に撞脚されるi迄の卵の纒i画時商は、最も早く磯掲され九ものでは約80分で、

　　最も晩く塵撮されたものは約20分ある。曳されも1疇闘高源に接鯛したのであるから、撫崩か

　　ら固定迩の卵の経渦蒔閥はN高温から取りH｝して直ちに圃定されたものの中でN最も禦津産田

　　卵は約140分位で、最も晩き薙擶卵は約80分位㌘緯過して雇｝る。而して80脚に1勝flfi保護して

　　固建したものの中で最も蝿いものは約2（）0分闇で、叉最も短いものは約140難を維愚して艦る事

　　になる。

　　　國走にはカルノーア茂液を用ひ，パラフィン法によつて6～7mに切り、ハィデハィン氏鐵

　　へ一““トキシリンで染色し編漂本の検鏡にはツアイス製レンズを用ひた。高淵慮理卵を検した

　　るに憤卵及び不憂精卵の藪は舞常に多くあつ7。又この生活卵を卿化飼脊したるにポリブmイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド羅や又は閑性生殖鷲ε考へられるもの、或は雄核の獲育によつたものではないかε考へ爆れ
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20　　　　　　　　　　　　識　　　縣　　　雛　　　難　　　1誌　　　　　　　　　〔：第1’四怨

るものも孟llじ☆。猫卯を高滑から取り出す造の取り扱ひ方は畿く圃襟であ7i；か鉱以下文中に

は品種名，諏誓濡から取り田して直ちにlllll定ミか、或は80？Fに1時μ1腺嚢して關定」．疏ふ鎌に簡

略に記する事にするc、

　顯微鏡窮翼の撮影に當つて1、蠕慧殺弔十副乎目崎正夫了㌃・1：・煩はし泳二。幅…に記して漂占llの謝意な，表

する㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　實　験　結　畏

1．　躍駐，プewイ　ド該

　　極艘を全撚椿つて居ない所のものであつて、卵内に唯1箇双1よ数箇の著大なる核（ポリプロ

　イド核）のみを有するもの4箇卵を槻察し☆。その中信簡は暮2早×黒ll高下木村奮の卵を高淵

　から取り出して80°Fに1時間置いて固建したものから、他の1箇は黒編下木村早×諸純禍圓斑

　♂の卵を高漁から取り出して直ちに悶室したも0）から、而して最後の1箇は材料1よ箭潜ε岡様

　（黒編下水村♀×諸桂褐圓晦♂）であるが、80°Fに1時間罎いて固定したものから掲られナこc｝

　　今前記4箇卵に就て詳細に蓮べて兇るε衣の如くである。専2串〆黒縞下木季轄の卵から得

　た2箇の卯の中の1簡のものの極髄放出部を見るε1そこには極器は勿論、核の破壊物等歪く

　無く、鰹樋めて鮮明であつて、恰も其の部分の原形質が極騰1こ附髄して卵内に移入沈下した嫌な

　款態であつた（他の3箇卵の極膿放出部の撒態も亦これε陶様℃ある）。卵の内部には3．箇の

　E大核が魯不漣績切片上に横はるo是等の3箇核の中第1核は精孔0現1ん＆直ドにあつて1「）

　簡の蓮績切片上に現はれた。興の原形質は多燈であつて、形は丸く共の周圃は放ll姐装をなして

　　　　　　　　　　　　t　屠た（fig．　l　a）。第2核は極騰放出部の直ぐ内側にあつて、2簡の蓮綾切片の上に現はれたo　iiij

　してこれは3簡核命最も小さいがノ、プロイ，ド核に比べて碧しく大嚢い。其の厭形質は略々柵匡灘

　1形にして中央は腔｝伏に見え、其の内には穂々淡魚の染色質塊を藏して騰た。3ζ膿形質の1、iJ縁は

　放射｝伏をなして腸た（’fi9．　1　b）。第3核1よ第2核の穏々内方に在つて多鑓：σ嘱妻形質を有し、典の

　周縁は放射撒をなして歴｝り、核も亦樋めて大き．く略々三角形であって染色質は濃厚に染まり、　　、

　且つ粗大なる綱則伏を薦して械めて明瞭であつた。この骸は5簡の漣綾切片．iごに現はれた

　（fig．1e）o　　　　　・　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　［　　　，

　　前記fl餅1　s圃じ材料から掲た他の1簡卵の極臓放出部の撒態は前卵ミ同襟であつた。卵内

　には唯1箇の且大該があつて、それは精孔の穂々内側に横はりs6箇の蓮綾切片上に現はれ

　て來た。之も核に附厨する原形質は多量であつて、其の形は圓く旺つ欄総が放射状をなしτ贋

　た事は前潜S同機であるo膜形質の巾喪にある核は大く、形は革規則な圓形でv染色質は巾央

に舞集積して不規則の突趨7elMし湛の状態は粗造であつ？（flg．2）。卵内には働油端葺核

　が観察されナ；’　a　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

㌃黒編下木村♀×諸榊閥鋤鯛壱妨得たものの卵の灘放齢の｝1尺齢亦前言己の諸の揚
合ε圃襟であつた。而しで喉1箇の猷皐衷が精孔の殆ん＄直下で、卵帳舜穐ゆ約含の部位にあ

　つて、9箇の連綾切片ヒに現はれt：e核の原形質は粗燧であつて、照色小片で満たされ、核も

　亦薯しく大きくて圓く、其の染色質は粗造｝状にして不娩則な網目状をなしb其の外貌は退化的

　傾向を示して庸つた。この卯には2簡の精核が認めらねたが、其の1はボリプ岡．ド核の直前

　卸ち精孔の直下に、他の1は前精核の丙方で卵核の梢々側方に横はつた。而して其の状態は前

　記の卵で見たものざ同際であつて染色質塊状（胞状核でない）をなしt且つ叉莫の星綜駄物は　　“

　顯著でなかつた（fig，3）。

　　最後の1卵卸ち黒縞下ボ村♀×諸桂褐圓斑♂の卵を80°Fに入れてユ時間罎いて圃定したもの

　から得た卵の極騰放出部の状態る亦前述の3卵のものE同様である。卵内には欄立絢の2つの



第一塁虎〕　　　’　　　　離膿鱗脚のli田胞ew的研究（D　　　　　　　　・，　2督

　大営い膿形質があつて、其の内にはf〈小J・rく同の核群が横はつて屠加，この2核群巾の、第1核

　群は比較駒卵の表面に近く横はの、6簡の蓬綾切片上に現はれて來ナ：　b醐して1切片上の核の

　数は1～19箇を敷へ奴fig．4a）。第勲の骸群は駄1厨上に出て來ナこが、1切片上の懐0）嬰魚繍～

　　5箇であつた。（f｛9・41D是等の群曇1き嫉の箇々に就て兇るに、形ば圓く大さは非常に不岡であ

　つたが、其の中の或る核には明かなる仁が認められ、1’1．っ繊細なる核縣状物力零不規則に分布し

　てゐた。翼に第1核群の1切片」r．の内には畢樋紡鍾があつたo歎箇の精核は第11：実群の附近に

　認められたが、いつれも染色質塊状核であつて又其の墨懸欺物も馨しくなかつた。

　，　正常的環鏡下に於ては第1戒熟分裂は礁卯復10分位で略々終り（内外α）爾紡錘は濁立する）、

　第2成熟分1裂は燕卵後㈹分曝iから始まりて80分頃に終るのでめる。（佐藤∬）26fi齢8講4訊5、

　16）。煎して本實臓に用ひられた卵が高淵に撞醐さ匙した隣期は、最も彫く蔵出、5れたものは80

　分・最も晩く塵繊されたものは20分を継過レた1辱である。これを卵め登育から晃る凱第1腐

　熟分裂を終へtlものから、第2成熟分裂を終へた頃趨のものが高瀧に接鮒されナこ事になるので

　あつて｛この際に極騰は高澱なる環境（衝動）の爲に卵内に移動沈下してi歳にポリプロイド核

．　の形成に關輿した事は萌である。而して卵内には1箇の極艦もなく、叉ハプロイド卵核もない

　のであるから、ポリプロイド核は少くεも（精核力鞠加して贋るかさうかは衷型的には明でな

　いが）ディプロイド卵核から起生したSころの発核が合騰して歯來たものε考へる。

　　鷲のボリフ’ロィヂイに關する細胞皐的、i遺傳躯的M或は塩物測定塾的叉は之1こ聯關し救研究

　は、田中暫川口（1932）、橋本（1933、’1934、1935、1941）、川に1（1934b　1936、1937、：tg38）及び

　佐藤（1934b　1937）等の諸氏によつて爲されて蔚戒興味ある問題を提供しナニ。　fl：舛吸ぴ川rvlj

　敬授く1932）は懸傳塾的見地からトリプロイドは1卯骸霊2精核σ）禽磯或は卵核a’1樋騰及び精

　核σ）合t・・一によつて出來た事を推論し、橋本t！9．：tc（1933）は同じく叢傳撃的研究の紹果からテトラ

　プロイドは、卵の成熟分裂によって生じ涯3箇の娘核」1精核の合一一によって出來た事を携建

　　Uf二G　Goldq．　cl｝Tx）idt及び勝…木爾氏（1928）は慰鰹灘勺雌雄嵌合騰の系統に於て・極膿間0）合騰載・

　はこの接蔑核ε精核の融合を認めて居る。師ち鷲の系統に＄り或は卯の或る時；り1に興へた濃境

　（高濃・逡心力・・”コルヒチン等）によつては卵の全極髄或は興の内の或るものは卵内ぶ沈下鷺

　入してポリプPイド核を作る一原肉をなす馴よ疑ひないざころである。蒲して濟者は斯くしで

　作られナニ核を観察した。　　1　　　　　　　　　　　　　　　　、

　，、　　・　，∬　不墨精卵の成熟分裂及び卵核の第3分裂核の接合

　　卵核の第3分裂核の接合鷺はハブPdド卵核の冊分裂1こよつて搬じた核の擾合を鷺ふのであ

　　る（以下同じ）。轡料は專2♀×黒縞下木村♂ミの卵を高淵から取りll］して8f》°Fに11膵1綜置いて

　圃定しfeものである。このものに於τ不潭精卵（精癒の入らない卵）の成熟分製及び策3分裂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　核の接合現騨観察凍・先づ成細裂の歌態蹴硯るむ鋤ぬ・に示す儀に勲て
　明瞭な3箇の胞状極膿を筍し、而して卵内には精核全く無く、唯登9・5dに示す機に卵の内部

　に1簡の卵核を有して厩つた（精核ざ卵核Sは星綜の禽無で明かに麗別出來る。fig．7盤照）。

　以上の事實から見るざ、この卵は成熟分裂を完遽した不受精卵であつて、其の卵核はハプロイ

　　ドである事は明かである。鷹の不受精卵が嚢育するに當つては、放熟分製勘完趣する事は薯者

　　によつて既に指摘報告さ　iz　te事である（1934　fig．4）。　　’　　　1　　　　　　　，

　　1次に第3分裂隣の擾合に就て見るに、其の1はfig．6a，b　tこ示す如くに、2箇の胞欣極艦を蒋

　　し、叉極醗放出部の梢々内方にfig．60に示す如き1箇の明かなる胞状核（星緑を歓く故に精核

　　ではない）ε更に別切片上に於て、極髄放出部の内方（前潜よりも梢々内方）に塊βdに示す

　様な明瞭なる1接合核を持つて腸た（擾合｛壌も≡亦星系添を侮央く）。蒲して興の連綴切片には著し



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　22　，　　　　，　　　　識　　鯨　　攣　　難　　誌　　　　　　　　（第＋四巻　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　膏原形質帯流があつて、嫉が卵の内部に蕪入し九事を明かに示して暦海。蝿上の匡1齢‘｛の外に精

　孔の1殆んさ直下に芝丑縣｝1犬物がよく叢叢して贋る1精骸があつた（fig．7）。帥ちこの卯e’L：　？」箇の極

　髄31獺立核及び2箇からなる摘合核の合計5簡の外に憂に1箇の精咳な有するものであるL、

　耐奮の卵は躍i噌町婿糖郁噸であるのに、この卵の酬撚2箇でa・るのは3伽坤11笥が
　卵内に沈下しナこものであつて、前記の擁欄放出部の内一］．デに横はつた糊蜀咳（f瑠．6c）は・媛の

　位置的關係から見るご、之に當るものε考へられる。誕に接舎骸に就て艶るにbfig．6dに示す

　檬に之を構成する何れの核も星綜状物を鋏くか故に、之には精穣が滲加して贋らない事は明か

　である。帥ち卵核tr精核εが接合し｝C繊來たものではない⇔又卵内に沈下した禰鴨け決定され、

　て轡るから卵酸ざ樋盟ε接合したものでもない。之は卵核既弗3分裂核の楼合である事は疑ひ

　ない。（而して叉挫合核は卵核が内都1こ瀧入する中途の位罎に横はるII’；から胤ても）。

1　他の1は前鷺ε同じく精孔の殆ん曹直下に1精穣を横へ（fig・7勢照）、而して顯艦放出部には

　fig．8aに示す檬にi一切片上に3簡の明なる胞状棚騰を有し、且つ又棚騰放価部の内端より梢々

　離れたεころにvf槍8bに示す如曲裂簡の胞状核の接合魯を衡し’1二層った。この卵も亦成熟分

　裂を鷲しtものであるこ“一は明力・である繭して擾合し燃には三榊｝伏物備穣に　宅舗）を

縦ず、．llし吸接創轍㈱成熟頒を終へt…プ・イド卵｛戦洲ll柳内に凱しか1ナ揖遡

　に横はつて歴｝榔から、このものも・亦卵被の第紛裂核の‘妻合である享1嘱鰻で齢講1憾の

　如くに第3分裂核の接合を観察したs卵は各1箇づ・の精骸を持って腸つた。而じCこの精核

　が卵内｝ご深く雌行しないで、精孔の殆んさ薩ドに檸留して腸るのは、精核の瀧行が嵩灘なため

　に抑羅逓滞された結果であつて、この如麗凱よ高湘接騰卵に於ては常に擬禦される現象撃｛3ある

　（佐藤1942高濡楼鵬卵の細胞學・的研究i［塾照）。

　　鱗0）鞭性生殖でに、卵懐の第3分裂核の接合したものが、其の分割核εなる脳よ縛瀞（1934）

　が既に躍性生殖の細lj胞撃蚊に慰傳雄的研究に於て、推霊論議したミころであるe本研究に於て

　・はこの：現療を細胞畢駒に確認欝澄した。

　　　　　　　　　　　　　　　　田．精核の畿育　　　　es
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け

　　　　　　　　　　　　　　　（A）糟核の撲合　　　　　　　 ・

　・悪2♀x黒縞下木村♂の卵を、高濡から取り出して80°Fに1晴…閥置いて圃定しずこ勧料の中に

　は、精穣の接合ミ麟納すべ章現象を掘察しナこ。其の1は償9・9a・b・cに示す機に・卵表に4簡

　の胞状極髄を持つて居た（aには2箇、b及びcには1箇づ・　）6これは成熟分裂を完趣したが卵、

　核が内部忙瀧入しないで卵表に逆行して、3箇の擬｛提ε合して4箇ミなつたものである。斯の

　様な卵核の逆行は高1職鯛卵に方食ては屡噛礫隷槻象である・G空藤194塙認燗卿嘲

　胞撃的研究め。而して卵内には精孔の近くに1簡の明かなる精核ε・それよりも穂々内方に1

　の撚核鵬つて謙。犠合核は2箇の胞1伏核よ城り備孔の正内方で夢防長彬）繊縦

　に横はり、旺つ接合した各核には精核に特有の塁懸條物が搬蓬してゐる事fig・9dに承す如くで

　あるoこの卵は前述の如くに第2成熟分裂を完趣し、興の極膿は所定の揚所に残留しb薦して　　　、

　卵核は卵表に蓮行したものであるから、卵内にはal1卵｛霞に超因する所の如何なる核をも厨荷

’　しないものである。帥ち卵内には精核S含一一すべき卵核及び楓騰を持瀧ないものであるから、

　接合核は2精陵の接合である1ε締納して誤りは無い。他の1は卵核及梅騰が退化劫1壌して、極

　醗放出部は核の破壊物なる小撰も片で発さ；IXて．；全く核の源形を止めない電のであつた。この如　’

　き卵核及び極艦の退化崩漿庵亦高燃接鯛卵には常に槻察される現象であつて、別文（佼藤1942、

　高温接鯛卵の細胞撃的研究ff）に記した逓わであゐ。卵の内にはfig、1｛、に月輸様な喉一の接合

　繍（2箇の胞駅核より成る）があつ牝。而レ深之れは精孔の直内方に横はりv胤つ餉卵ミ嗣様

　鰻
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に擾合核の無々には羅翻i犬物が著しく嚢逗して居た（これは次σ）切片」二に於て便に顯llギであつ

た）oこ0）接合骸も亦2精陵の念…物であるS綿納して譲りないざ思ふc：

’　　　　　　　（欝）　精核の有綜分裂　　　　　　　　　　　斡

　　、精核の有紳分裂ε判竈せねばならぬ場禽にも漁遇した。それは次の3つの揚合である。其の

　　中0）2は黒縞下木村♀×諸握i褐幽斑♂の卵惣高灘か窃取り田しτ、直ちに固電したものから樽

　　られた。之を見る‘其の第1のものは、卵の精孔の」E．下方で、糊圃S多少異つた構溝を示し

　　て、卵内に突入してゐる様に見える部分に、fig．11　uに示す如き1箇の1｛噂田象を窟しv而して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　鱗1撤出部の蛸1旺にはfigユ1　bに示・鍬【麟卵衷に型行するr小紡錘（中；UJ）を横へ難㈱放

　　出部の内端にはfig・11（1に示タ如く1こ、卵表に劉・して礁角に横はる1小紡錐（中期）を持つてゐ

　　た。以上の丙極髄放掛郡に横る2紡錘の内の外側のもの｛5第1糎騰であつて、内側のものは第

　　2卵1懸田胞核である。即ちこの卵は第1成熱分裂を終∫＼たがlt未だ第2成熟分裂を終へないも

　　のである。斯くの如く卵内1こは第1樋騰及研第2紡錘が埆愛在してゐるものであるから・精孔の

　　Ilジド方にある中瑠当激（fig．11a）は卵核叉は極羅から由來したものではなく、精核距1髄の轄懸分裂

　　娘である・事は確實である。第2のもの勧極騰放渇部が1濃化してゐたので其の内勝は不明である

　　が・纐艦放串部ミ緯れて漁絡する原形質内にはfi窪，　tleε金く圃様の中魍隷があっ批。これは

　　第2卵母細胞嫉である。猫この卵は精孔の1E内力に1小呼1期象」及び1小後期象を衡してゐteo．

　　この卵も亦荊卵ε同じく第鮎戚熟分裂を終へないものであるからb卵内に横はる2簡の分裂隷

　　は精核の嚢育したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　最後の貝よ羅2♀x羅縞下バく村♂のs，bJを嵩濫から取偽出しτ8〔｝°Fに11博間麗いて圃定した

　　ものから衛たも’のである。この卵の梅騰放ti1部（卵表に近く）には4漣綾切片上ヒ現はれたミ

　　ころのfiSr，　lf　aに示す膿な唯一の比較的：大嚢い窩縣分製象があつt．：　oこの紡鍬よ訟りに卵の表

　面にi遅く穏劉よつてゐるミころかあ考へるε、糸屯梓の第1成熟分裂尉∫蛋霧でなく（醜σ身鋭∫1成熟分

　製紡錘はもつS内部に位する。催藤1926　fig．1）、第勲卵母細胞核が逆行して、第1糊髄臓ε合

　艦して患來た核の分裂象である。この卵も亦精孔の正内方で卵の長縄約青のSころに・fig．1飾

、に示す如き1申期象があつた。こt’しも繍骸畷育したもの漸憲し一磋支へないミ思ふ。

　　橋本博士（1934）は異常高1膿に嬢鰹した卵から得t成る雄の蓬傳寧駒研究によつて、雄核の

　嚢育を確められてをり、著脅も亦高温で塵理した卵がら掲た雄燗膿の中にメロゴニーS考へね

　　ばならぬ現象に屡々趨遇しナ。橋本民によるミ、この種の雄は2精骸⑳結合した魅のから生じ

　たもの，で・1精核の螢育したものではないS雷冷。著者は2精嬢の結合現象を顯微鏡ドに於て

　確認した。而して3箇卵に見れ筍綜分裂は2ul鞍（2精核の擾合）であるかM或はn核（1精

　核）のものであるかは今のSころは不朋である。　　　　　　　　℃　　　　　　　　　　　　．

結　　　論　　　　　　　　　　　　　1

　　　翻陸成熟分裂の醐より受精が起る鵬の閥に於て・異常的高灘・或は19他の烈レき衝動

、　に遼はしめる時…は獄卵は∬三常εは異つた奪育を遽げる事は多くの人々によつて添されたεころ

　　である。．鯉ち前掲の妬く田じ1吸川口繭数授叉は川口教授は蓬心力にょり、橋科弊坐及曹禰高

　　温を用ひ・双慶部摘（1934）・はコルヒチンを用ひて、夫々多数のボリプロイド慰を生ぜしめ、

　　JiI口氏　（1934）　Astaurov　（1940）　及著者　（1929、　1931、　1934）　看ま不受精4江i軸こ夫々遡｛〉カ、」重綴農

　　及盤酸を作肘せしめて多撒の軍性生殖獄（デ／プ叫ド及ボリプr珂ド）を獲御してゐる。

　　　正常の場合では、極艦は早晩退化浦失し、而して唯ハプPイド卵核ざ精核Sの合一（農卵後

　．　120分頃）したものが分割核ミなるのである。然るに高温に接鯛された卵1こ於ては前者三其趣

　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　撃
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　を異にするものが多婦こき1を要約すれば、卵！鰍ぴ揮髄に闘しては、（1）卵の域熟分裂が抑

鵬劉榊れるも砥働卵1・鋤㌔臓の加逆行姉も臥（S，）襯が卯の酬刎琉二下暢も

の・（4）卯核の翻が撫鴛酬拠れる軌（5）卵｛轍欄散は共姐が1琴鰍醸掲もの・
’⑥㌦プ財騨働・再頒轟もの欄1。の聴が1糧の、如脚訊つた糊窯に關し琳、

　精核は卵敏よを）も高淵に鋤して抵抗が弧いb’ら、卵骸σ）揚合の楼に、1醸薦に且つ大唐な影響を

　受けないが（卵核が退化しても、精駿は罎化しない場合が麟い）bしかし商温は其の灘哲を抑罫饗

　海i滞し叉は其の右動を｛欄Lし、或は之を退化せしめる等の影騨を典へる（佐藤19醗高濃接角」卵

！の細胞藁的研究劃）。極腿、卵核及び精核が結合する揚合には．興の結合する核の激によつて色

　色のボリプロイド核を生ずる事は明かである（卯は多激の精子を提けてる、葡して精骸、卵核或

　は極騰の行勧は高温によつて混靴されるから偶然に3簡以上の｛；麦が接合する機會が趨る）。蒲

してこの揚合に骸掴ωプ財i・核が、因子（染鱗）的に磯育を麹耀購蹟のものであつ

　て、＃：の後正常の分裂を績ける事がlli來るならば薙に完桑（形態的に塵，亦能力的にも）なるボリ

　プロiド個騰を生ずる。Gold8ehmidt及び勝木爾氏（1928）獣或る将炉象の系統に於て極騰のll唖1合

　或はこの融合核ミ精核の接合する事を槻察し、田中、’川口爾氏は（1932）地心力によつて得ナニ

　FVプ財隙嚇榔柳核或e・lt卵核・1購及び糊鋤3’）の結合によつ碗じ潤噸購
　學的に澄明しb叉橋本氏（1933）は、高淵によつて得たテトラプwaドは卯から生じ彊3娘織

　ε1糖核の擾合によつてtH來た蔀を醐く濾樽皐的に醗明されてゐる。從來の魔験結果脅胤るS

　獄のボリプロイド個騰に於ては、4nが最も｛多く、次に3n（虚鵬で：不受胎）が渡見されてゐる

　（川口1934、佐藤1931）o低い程腱のボリプロィヂイは起り易く、高嵐のものは起り難い慕は

　云ふ濱もない事であるが、しかし決して不可能ではない。，5箇或は6簡の核が結含する瞭は5

　n或は6ロを坐ずる可能性はある。樹際に於・C川口敬授（1936）は6エ1個騰を獲摺暖れてゐる。

　　卵核、極髄成は精棲の行動1ま高濡のために著しく擁織されるから、沈下しナニ2極騰が結合

　し、或は1極髄雷卵核εが合一・し或は叉卵駿の第3分裂懐が．配に融合して、箪性的に21コ核（精

　接が附加しないで）を生成する事も亦可能である。磁して上述の機構によつて繊來f　211核の

　中には、精核S卵核の結合によろて撫來た分鯛核の儀に2：玉燗騰を生ずる可能憔を荷しでゐる

　ものもある（躍性生殖）。黒縞性♀×非黒縞憐3或はこの反獅炎雑の卵を高澱で灘理した揚合

　εか、或は遮心力を縢用した際に律々純黒縞獄、載は非黒縞翻を生ずるのは上述の或る機構が

　行はれてゐる事を諮るものである。藷者は本實験に於ては卵核の第3分裂核の合一現象を確認

　した炉、この事は著春が驕に躍性崖殖翼の藩卿砲麟蛇に慰傳購的研究（1934）に於て推定論議し

　た事である。」又川iコ博：ヒ（1934）が！・F．性生殖翻の慰傳羅的研究から推定され九檬に、卵核ε極

　艦の合一核が分1剃核Sなる（茂は特に雌を穣ずる場分に云はれでゐるが）ざ嚢ふこ3も亦樽窟

　出來るこミである。以上は2u蹴性生殖鷲の成閃に就て述べたのであるが、伽個艦ばがりでな

　く、2簡以上の核の接合、或は奨他の機構が起る場合に1よ、ポリプ1’」イド個腿（耀，性的）を生

　ずる事が出來る。例へば3極禮ざ卯核ざが捜合しナこ時詑力’．父は卵骸の第3分裂核の接合核に極

　髄の2箇が附加する時ミか、或は笛1紡錘核が薩ちに分害唾鱗εなる場禽、叉は第1極髄ざ範2

　卵母；細胞核εの間に結合が起る職には4n個醗セ生じ、又卵IILb（の成熟分裂によつて生じた鱗案

　中の3箇が結合する時Sか、叉は卵核の第3分裂核に極醗の1箇が融合する　9寺には311欄膿が

　生成される可能性はある。實際に於て川口鯵士（193↓）及び著脅（1931）は量翠性聖殖1こ於て4n

1及び311姻艦を獲博してゐるがs之は前蓮のある機構によつて生酬ζものである。3箇叉は4

　簡の核が結含する機會は露箇の核が結合する機會よりも少い講は明かであるから、躍性撫殖に

　於ても2n個膿は4n或は3n個艦よりも瀧かに痴く饗見さるぺ嚢である。實験上の事實は之定

　一致してゐるq聰諮藤）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　煽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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　　卵囚に入らない’Sころの精核が糞育するや否やに就ては未だよく’岡らないカ㌔卵に遽入つナこ

　精機が嚢育する奉はvHertwig（18S7）、　Boveri（18S9）、　Mo！・gau（189∬）及び1）elago（1889、

　1899、1901）礁により・〔謝購れ醐糊である。1｛：誠に籏て1矯本概：（ltt’｝：9・S）が艦で劇ll

　　した卵から得た或る雄個盤の巡傳箪的性質を研號してb，こ0）個騰は勲精核の撞合したものから

　盈じた事を謙明されてゐる。鱗卵には幽数の精鐡が入つてゐる1（多精癒堀象）b礪して是等の

　糊雛離1によつ一c．Jl：．の働洲翻Lされるから、この際に躍瞬骸が岳給（1燃に）す磯

　　倉のある靴購へられ6’・rこタ・である（卵核那伽しなし・で）・瀦は赫購胞脚｝究に於てこ、

　　σ）現毅（2精咳の接脅）を擬寮しナこa而して爆催學．購鰍戦臆ぴ卵櫻の性質は岡襟のもの’で’あるか

　　ら、接創鋤臓育燃贈1黍畷境下（例へば卵内）に罎かれ欝翻骸が欝rす窟障牒に・

　　職も亦謝を趣げて雄・滋ずる魅購い鞭ある。鱗則鋤糊（1・urthez］・9・・esis）で

　　も亦雄核の畿育（merogOny）でも、その原灘に於て｛3同襟で極めて類似の現象である。

　　　翻吻翻に接鰯する　寺は」戴の姻剥プulド｛鵬咄粧殖撚1よ媚嬢削蹴瀦
　　ぜしめるが、叉一方に於ては不受精卵及び死卵魯著しく噌加せしめる。，後者の理由に醗ては筆

　　を改めて高温接鯛卵の綿1胞璽・的研究旺に於て論蓮する興にする。　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要

　　　（お矧欄に鋤睦糊1こ接脇るミ、ポリプP・・1ド仰珂艦躍性獅轍離1・嬢育偶
　　量
　　髄を生じ、叉不受精卵及び死卵を薪しく触加する事はよく知られてゐる。

　　　（2）　この際に於ける卵践、極躍及び精核の状態（關係）を細胞學的に研究して見たG而し

　　て本文に於ては特に其の中の禾リプロイド核の塩成v卵骸及び精絃の嚢育に關する事項に就て

　　記しナこ。

　　　（3）潮鞭のある剛1に欝脚嫡灘欄筋瀬艦1ま卵内に跡し・勲琳｛及び精核

　　の行動は著しく季雛蹴されゐo

　　　（の、lb）プnl骸1蹴下しナ・樋騰卵鰍ぴ糊⑳齢によつてtwreる。本研究に於て

　　ポリ，プロイ　ド季亥は確認されナニo

　　　（5）卵核の第紛製を引湘し、．e．づ樽ぴ娘核は齢す榔がある（融合核が鶴する時

　　騨襯獺融ずる）。こ・）融鯉郷鰯諏た・鱗輔F究に於て瀦が飢（1’934）

岬響聯雛灘魏鍛婁諜撫繊（、噺轍育す・…
　　。嘱ドなる現象が趨る）。輔究に於てこの現勲観察は詫口ち橋紙（1934）が欝馴：

　　から推論した事を細胞畢的に實識したo

’　　　　　　・　　．・　　’　・　　　　　　（於上田駕縣轟門墨校）　　　　　　　　、

　　　　il　　　　　’

子



26　　　　　　　　　鯉　　綜　　撚　　鰭　　誌　　　　　　　・〔錦一卜醗｝

　　　　　　，，、．　　　　　　　　　　　　　説　な　番　交　麟　　　　　　　　　　、　　s

　　　β・1⑩midb・豆い1・d　K・K蜘ki（1928）c，s・t。1・蜘鰍・r1，li・he・qyn…d・・m。・1油1・・19輸1　B・bパ

　　　　　　　　　　　　　　m‘，ri　L，　Bi⑪1，　ZiLr｛t、ralh，48

　　　橋1『木嶽雄（1933）蟹のテトラブ呵瞬磁椰糊∫畢究、糠試翻轍第8轡第γ靭触

　　　同　　　《1934）澱のテト分財ド山［tl…の溜隙的職皿、雌躍鰍脅縣紛ζLi慨せる外ジプ

　　　　　　　　　　　　　　　ロイド購　同上第8岱　禦1‘｝豹糠

　　　同　’　　（1934）懲ζ於ける2僧瀦核の脅一・によ噺｛蹴の形成岡．ヒ伽岱蜘0號
　　　騰部Pt道（1939）me・1Plil・d）…ヒチン撚剛・因るイ綴量灘ll閾蓮傳脚朧・。L　l【～N・．2

　　　川・口・榮作　（1934）朋性差髭殖歓の戴億雛的蚊声田胞馨占的解析　日寧猷赫學菜1融　妻露5磐　禦1號

　　　同“　、　（！93のヘキザプal・・　・dド羅Fl本搬赫騨撤策聡第2號

　　　同　　’　（1936）D・・ヱ弓刷u側1α撫be】脚dlll・9　m…t　Ze・t・蜘猷i・・rU・鯛1f　di・Ve・t・rl｝i川S

　　　　　　　　　　　　　　b・i　，1・職s・id・nsPh】uer曲，er・・pe・i・ma　entel1・Aas16suzig　de｝i　P・ly両d，れ

　　　　　　　　　　　　　　Mtr鳳i｛｝n・Jou1・．　Fae，　Agr．1－1‘⊃kka1do　Imp，1miv．38「

　　　佐藤聯太郎（1926）襯卵峨熟分裂及鱒の働農繍報N。．284
　　　同　　　　　　（1929）　人爲的翠憐孟1三殖鍛Fζ就て　鷹11」1醐刎｝蜘1融　Voel　No．3、4

　　　岡　　　　（193D　U・・t…u・1・ur！g…lib・・d1・1・iin…tli・he　’artlien・ge1…e・desi　S・ide・・鞠・㈱、

　　　　　　　　　　　　　　Homby導norL　I・li〔｝1・Zent｝）ralb．Rd，51

　　　同，　　　　（1934）　家欝人儒的軍性盈殖に於ける紬胞鰯蝕に遽傳趨的研銘At！Vii酬鱒r難誌　vo），6

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nb，4，5，6

　　　呼・　　、（1937）、トリ・・ぴ脚琵捌脚的分翻耀綜騨需置・v・L8N・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幌翻　　昭羽117年6月30四
　　　　　　　1

附　圃　醗　明

　　　　Fig・ia・b・。　1働晒の3簡の枷：的ボリプ財ド撚り賦糸勺600×

　　　Fig・2　　　　　　ボリプuイド核、600×

　　　　Fi9・　3・　　　ボリプ財ド撚側に職籾、60。×

　　　　1　ig，　4・の　　卿内に於ける2オξリブm／ド撫・しで、徽副・核鰍職臥準6。◎×

　　　Pig・5　a・b・c・d　不受精卵の成熟分裂、　a，　b．　cは糊撒、　dはハプロイド卵核

　　　，　「　「　　　　　　　　　　　Pt．　b，　Cは2690×、　dは850黙

　　・・Fi忘・6・a・　b・¢・d圃・t“搬・しで各↑簡・・馳納・こ鶏下した趣甑dは卵黍⑳伽分裂緯の齢

　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　u。b、　c｝よ】600X、　dは850X

　　　Fig・7・　　　　　卵に入り葱る精骸、850×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　Fig・8　a・b　　　aは3箇の胞駿極膿、、bは卵核の策3分裂核の接合、留卸600　X、　b　ts　2600×

　　　Fi昏9　a・b・c・d　a．　b．　Cは梅膿にして其ゐ撒は2，1及びLdは2糟核ゐ棲命、：盤，　L．Cは2600×、　clは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が
　　　　　　　　　　　　850×　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　Fig°IO　　　　　　　2糟核の接合・、850X

も1 @Fi9・11　a・b・’　c　　aは縮核の宿縣分裂象・声は卵褒比虹行する第1揃髄の分裂中期搬、。は卵表に巌角

　　　　　ピ、　　に榔焔第2成熟分裂中期象」蔭に16。o×

　　　F三gJ2凸。　b　　　aは第1酬鐙と第2卵慨細胞捜の磁含鞍の分裂巾期、　bは糟核の有懸分裂、　aは2600

　　　　　　　　　　　　×、btま1600×　　　　　　　　　　・　　　　　　：
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